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日本輸血・細胞治療学会が発行する刊行物の著作権は、日本輸血・細胞治療学会に帰属して
います。これらに掲載された著作物を利用する場合は、利用許諾申請の手続きが必要な場合
がございますので以下の内容をご確認いただくようお願い致します。 
 
【日本輸血・細胞治療学会の刊行物】 

① 日本輸血細胞治療学会誌 
② 本学会が発行する各種ガイドライン、手引き等（学会誌掲載分を除く） 
③ 学会 Web サイトに掲載する情報 

 

著者以外が利用する場合 

【非営利目的の研究、教育目的のために引用する場合】 
許諾を求めることなく、①②③に掲載された著作物について、以下のように利用することが
できます。 
1. テキストの抜粋 

 出典を明示すること。 
 引用する必然性があり、引用部分が明確に区分されていること。 

2. 図表の転載 
 出典を明示すること。 
 改変は不可とする。 
 1 著作物につき図表 3点までの転載を可とする。 

 
【厚生労働省から各都道府県知事等に向けた通知に基づき、各医療機関が「輸血療法実践ガ
イド」を院内周知する場合】 
許諾を求めることなく、以下いずれかの方法により利用することができます。 
1. インターネットに接続されていない電子カルテ等に PDFを掲載 
2. 電子カルテ等にガイドライン URLを掲載 
3. 電子カルテ等にガイドライン URLから作成したQR コードを掲載 
 
【商業目的で利用する場合】 
日本輸血・細胞治療学会では、学会誌の複写複製、転載複製及び AI 利用に係る著作権を一
般社団法人学術著作権協会に委託しています。 



 
よって、①に掲載のガイドライン等について当該利用をご希望の方は、(社)学術著作権協会
（https://www.jaacc.org/）が提供している各許諾システムを通じて、学会誌名にてご申請の
うえ、規定の料金をお支払いください。 
1. 複写複製の場合（許諾条件や使用料は、学術著作権協会使用料規程第２章を参照） 

JAC-SORA（https://sora.jaacc.org/）よりお申込みください。 
 

2. 転載複製の場合（許諾条件や使用料は、学術著作権協会使用料規程第４章を参照） 
転載許諾システム（https://permission.jaacc.org/）よりお申し込みください。 
図表等の改変は原則不可。 
 

3. AI 利用の場合 
学術著作権協会（E-mail: user@jaacc.jp）へ直接お問い合わせください。 

 
なお、②③に掲載されているガイドライン等のご利用を希望される場合は、当学会に直接ご
連絡下さい。 
【問い合わせ先】 
日本輸血・細胞治療学会事務局 著作権担当 宛 
 E-mail: info@mail.jstmct.or.jp 
 

著者が再利用する場合 

①②③に論文等が掲載された著者は、科学活動、授業、および学術コミュニケーションを支
援する目的に限定した範囲で、自分の論文等を使う権利を保有します。著者は、学会誌に掲
載された著作物（以下、「論文等」といいます。）の著作権を学会に譲渡した後も学会の事前
の許諾なしに、以下のことを行うことができます。なお、以下に規定されていない事項は許
諾されていませんのでご注意ください。 
※ ただし、営利目的または組織的な利用は認められていません。 
※ 著者が作成したバージョンの最終原稿の利用のみ認めます。雑誌・Online Journal 掲載

用に出版社が作成した原稿の使用は認めません。 
1. 個人的な使用または著者自身の授業での使用のために、著者の論文等のコピー（紙また

は電子）を作成すること。 
2. 論文等のコピーを作成し。個人的な使用の目的で配布すること（電子メールによる配信

も含む）。 
3. ミーティングあるいはカンファレンスで論文等を紹介し、コピーを出席者に配布する

こと。 
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4. 著者の雇用主が、論文等の全部または一部を社内または学内の研修などで使用するこ
と。 

5. 論文等に記載されている特許、商標登録、工程または手順に対する権利を保持するこ
と。 

6. 論文等の全部または一部を使用して他の派生的な著作物を作成すること（論文等を書
籍の長さに拡張することを含む）。各著作物には、出典を記載する必要があります。 

7. 著者個人や著者が属する機関などの Web ページなどに掲載すること*。 
*「機関リポジトリ等への登録について」参照 

 
 

機関リポジトリへの登録について 
日本輸血・細胞治療学会が発行する刊行物に掲載された論文等について、下記条件を遵守す
ることにより、著者によるインターネット公開を認めます。 
1. 下記 Web ページに限り、公開を認める。 

(ア) 著者個人の Webページ 
(イ) 著者が所属する機関等のWeb ページ（機関リポジトリも含む） 
(ウ) 研究資金助成機関の Webページ 

ただし、（ウ）研究資金助成機関の公開については、出版後 12 ヶ月経過後を条件
とする。 

2. インターネット上で公開する場合の形態 
(ア) 著者が作成したバージョンの（最終）原稿であれば認める。 
(イ) 雑誌・Online Journal掲載用に出版社が作成した原稿の使用は認めない。 

 
3. インターネット上で公開する場合の条件について 

(ア) 事前に学会に連絡をし、許諾を得ること。 
【連絡先】日本輸血・細胞治療学会事務局  著作権担当宛  E-mail: 
info@mail.jstmct.or.jp 

(イ) 論文等の出典を表示すること。 
(ウ) 出典元のリンクを表示すること。 




